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祝
宴
は
、
信
友
副
院
長
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
ス
タ
ー
ト
し 

各
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
思
い
出
話
や
苦
労
話
に
花
が
咲
き
和
や 

か
な
会
食
・
懇
談
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
先
ず
漫
談
家
「
ホ
ー
プ
」
さ
ん
の 

絶
妙
な
話
術
に
、
会
場
は
爆
笑
と
拍
手
の
渦
に
盛
り
上
が
り 

ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
二
段
は
、
温
泉
病
院
の
歴
史
を
主
に
テ
ー
ブ
ル
対
抗
の 

 
 
 
 
 
 
 

勝
ち
残
り
ク
イ
ズ
が
行
わ
れ
、
見
事
勝
ち
抜
い
た
十
一
名
の 

昭
和
五
十
八
年
八
月
、
こ
こ
平
野
に
医
療
法
人
協
和
会
で 
 

方
が
豪
華
商
品
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。 

二
番
目
の
病
院
『
協
立
温
泉
病
院
』
が
誕
生
し
て
二
十
年
に 
 

最
後
に
、
永
田
看
護
部
長
の
お
開
き
の
挨
拶
に
続
き
ま
し 

な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
温
泉
病
院
部
課
長
に
よ
る
三
本
締
め
で
、
祝
宴
が
お
開
き 

開
院
当
初
は
、
二
百
二
十
一
床
の
病
床
か
ら
ス
タ
ー
ト
し 

 

と
な
り
ま
し
た
。 

ま
し
た
。
大
阪
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
の
急
増
と
、 

高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
ま
し
て
、
年
々
患
者
数
が
増
加
し
、 

増
床
を
余
儀
な
く
さ
れ
昭
和
六
十
年
七
月
に
、
四
百
六
十
五 

床
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

十
一
月
一
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪
で
、
温
泉 

病
院
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
並
び
に
病
院
機
能
評
価
認
定 

祝
賀
会
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。 

 

創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
で
は
、
村
上
病
院
長
の
挨
拶
に 

続
き
、
木
曽
理
事
長
の
温
泉
病
院
開
院
前
の
苦
労
話
を
ま
じ 

え
た
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
式
次
第
に
従
っ
て 

ご
来
賓
の
紹
介
・
ご
来
賓
代
表
に
よ
る
祝
辞
を
い
た
だ
き
、 

温
泉
病
院
に
創
立
以
来
勤
務
さ
れ
て
い
る
職
員
七
名
の
方
に 

病
院
長
か
ら
表
彰
状
に
副
賞
を
添
え
て
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

祝
電
披
露
の
後
、
祝
宴
に
う
つ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

協協
立立
温温
泉泉
病病
院院
はは
創創
立立
二二
十十
周周
年年
をを
迎迎
ええ
まま
しし
たた  

 

 
  「患者様の権利」に関する宣言 
 
 平等で適切な医療を受ける権利 
   患者様には、差別される事なく適切な医療を 
   受ける権利があります。 
 

 自己決定の権利 
   患者様には、十分な説明のもと医療行為を選 
   択・拒否する権利があります。 
 

 情報を知る権利 
   患者様には、医療に関する情報を知る権利が 
   あります。 
 

  秘密保持を得る権利 
 患者様には、医療従事者が知り得た全ての 
 プライバシーを守られる権利があります。 

 

  尊厳を得る権利 
   患者様には、いかなる時にも尊厳をもって 
   扱われる権利があります。 

 

       看護部の理念 
 

    豊かな心  心の看護 
 
         看護部の方針 
 
看護職者としての専門的技術、知識を駆使した質 

 
の高い看護を提供する。 

 
私達はこの使命をもって患者様との信頼関係を築 

 
き、人間性を尊重すると共に、関係部署、地域と 

 
の連携を深めて安心と満足を提供する。 

 

 
       病 院 理 念 
   愛と信頼で築く医療 
 

      基 本 姿 勢 
   私たちは、こころがふれあう温かい医療 
 
    を提供いたします。 
 
    私たちは、患者様の選択に基づく医療に 
 
    努めます。 
 
    私たちは、専門知識の修得と技能向上に 
 
    励みます。 
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病病病
院院院
機機機
能能能
評評評
価価価   

再再再
受受受
審審審
ををを
終終終
えええ
ててて   

 

昨
年
八
月
の
初
回
受
審
の
「
留
保
」
か
ら 

約
一
年
、
温
泉
病
院
創
立
二
十
周
年
に
華
を 

添
え
る
よ
う
に
、
八
月
十
八
日
付
け
で
念
願 

の
「
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
」
か
ら
、 

「
認
定
証
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
に 

御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
ご
協
力
い 

た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
、
心
か
ら
厚
く
お
礼 

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

初
回
審
査
の
時
に
は
、
そ
こ
そ
こ
の
成
績 

を
收
め
「
認
定
」
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と 

感
じ
て
い
ま
し
た
の
で
「
留
保
」
の
判
定
に 

は
落
胆
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

「
機
能
評
価
機
構
」
か
ら
の
、
改
善
要
望 

事
項
を
謙
虚
に
反
省
、
そ
の
対
応
を
再
度
検 

討
し
、
そ
の
実
行
を
徹
底
す
る
べ
く
努
力
し 

ま
し
た
し
、
改
善
要
望
以
外
に
も
初
回
の
審 

査
結
果
報
告
書
で
指
摘
さ
れ
た
事
項
に
対
し 

て
も
真
摯
に
対
応
し
ま
し
た
。 

十
一
月
一
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ 

（
大
阪
）
に
お
き
ま
し
て
職
員
の
皆
さ
ん
と 

す
ば
ら
し
い
成
果
を
祝
い
ま
し
た
。 

 

院 

長 
 

村 

上 

英 

二 
 

 

機機機
能能能
評評評
価価価
認認認
定定定
ががが
決決決
定定定   

  

協
立
温
泉
病
院
は
、
去
る
七
月
二
十
二
日 

財
団
法
人
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
に
よ
る 

「
病
院
機
能
評
価
」
を
受
審
い
た
し
ま
し
た
。 

受
審
種
別
は
、
複
合
病
院
種
別
Ｂ
（
一
般
・ 

長
期
療
養
）
で
す
。 

こ
れ
は
、
地
域
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割
を 

担
う
、
一
定
規
模
以
上
の
病
院
に
課
せ
ら
れ 

る
評
価
基
準
で
す
。 

 

お
か
げ
さ
ま
で
、
温
泉
病
院
は
八
月
十
八 

日
の
評
価
委
員
会
に
お
い
て
基
準
を
ク
リ
ア 

し
て
い
る
病
院
と
認
め
ら
れ
、
認
定
証
を
発 

行
す
る
と
い
う
報
告
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
待
望
の
認
定
証
が
届
き
、
職
員 

に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

温
泉
病
院
に
は
、
ま
だ
ま
だ
改
善
し
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
点
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
機
能
評
価
認
定
を
出
発
点
と
し
て 

患
者
様
・
ご
家
族
様
・
地
域
の
皆
様
に
信
頼 

さ
れ
る
、
よ
り
良
い
病
院
と
な
る
た
め
に
な 

お
一
層
、
職
員
一
同
努
力
い
た
し
ま
す
。 

 

温
泉
病
院
が
、
提
供
い
た
し
ま
す
医
療
・ 

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
医
師
・
看
護
師
な
ど 

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
専
門
職
員
の
、
技
術
的
・ 

組
織
的
連
携
即
ち
、
チ
ー
ム
医
療
の
推
進
に 

よ
り
患
者
様
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で
き
ま
す 

よ
う
、
更
な
る
向
上
に
努
め
ま
す
。 

 

温
泉
病
院
に
対
す
る
、
何
か
お
気
付
き
の 

点
や
ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な 

く
御
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

 

皆
様
の
病
院
と
し
て
育
て
て
い
た
だ
き
ま 

し
た
ら
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

  
 
    

事
務
部
長 

 

下 

坂 

輝 

基 

    
温温
泉泉
病病
院院
はは
日日
本本
医医
療療
機機
能能
評評
価価
機機
構構
よよ
りり  

すす
ぐぐ
れれ
たた
病病
院院
とと
しし
てて
認認
定定
ささ
れれ
まま
しし
たた  

   

 

県知事表彰を受賞   
 

当院は去る、9月 26日《2003 ひょうご健康づくり県民大会》に於いて、川西 
健康福祉事務所の推薦により『優良集団給食施設として県知事表彰』を受賞いたし 
ました。病院給食の提供につきましては、日々、食品衛生には最大の注意をはかり、 
患者様にご満足頂ける食事作りを心がけてまいりました。今回、このような表彰を 
受けることができました事は大変喜ばしく、我々の励みにもなっております。 
食事の内容におきましては、長年にわたり四季折々の行事食やおやつ配布、また 
選択メニューなどを通して食事の楽しみの提供をこころがけ、適温給食にも配慮し 
ております。また、昼食時などに食堂や病室で栄養士が喫食状況を把握し、ご意見 
やお話を伺い、食事の形態などもそれぞれの患者様に合うよう調整を行ない、食事 

      内容の改善を心がけております。 
その際には、ご遠慮なくご意見を 

                      お聞かせ下さいますようお願い致し 
ます。これからも、病棟スタッフと 
協力し、患者様のご要望に添い、ご 
満足頂ける食事を提供するよう、さ 
らに努力して参りたいと思っており 
ます。 

 

                       栄栄養養科科  科科  長長  岡岡  崎崎  智智  子子  

  

    ごご  意意  見見  箱箱  
 

協立温泉病院では、病院ご利用の皆様へのサービス 
  向上の目的で「ご意見箱」を各階に設けています。 
患者様及びご家族様の、ご意見・ご要望を遠慮なく 

  お聞かせ下さい。 
平成１５年７月１日から平成１５年１０月３１日ま 
で におよせ頂きましたご意見の一部を、ご紹介させ 
て 頂きます。 

 

  ☆ ご意見 その一 
 １０月と言っても日中暖かかったり部屋の中は暑か 
 ったりします。貸冷蔵庫（小さくてもよい）があっ 
 たら良いのにナーと思います。 
 毎日毎日身内が来れる時間と暇とが有る人は良いけ 
 れど多忙な身内は、まとめてフルーツ・おやつ類を 
 持って来てくれますし、ここに来る前の病院の様に 
 貸冷蔵庫があったら、ストック出来るのにナー。 
 是非置いて下さい。（夏は特にです） 
  ★ お答え 
 ご要望に沿えますよう検討いたします。 

 

☆ ご意見 その二 
 本日面接の後、病院内を見学させていただきました。 
 今日はと声を掛けますと、皆様も声を掛けて下さい 
 ました。また、手すりを使って自分でリハビリをさ 
 れたり、中央ロビーでは編み物をされる方を見かけ、 
 病院内の皆様の元気になるぞーとの雰囲気に私も元 
 気づけられるように感じました。 
 以前、父がお世話になった時にも負けないような、 
 アットホームな雰囲気にぜひここで働いて皆様方の 
 世話がしたいと強く思いました。壁には歌声でリハ 
 ビリをしようという張り紙を見て、患者の方々の意 
 欲をそそるリハビリ法などしていると知り、大変勉 
 強になりました。これからもこういった病院の雰囲 
 氣を大切にしてがんばって下さい。 
  ★ お答え 
お褒めの言葉を頂戴し、恐縮いたします。患者様が 
快適に療養生活が送れますよう一層努力致します。 
 

 【貴重なご意見、誠にありがとうございました。】 

  

【【
編編  

集集  

後後  

記記
】】  

 

当
院
を
ご
利
用
頂
い
て
お
り
ま
す
、
患
者 

様
及
び
ご
家
族
様
並
び
に
地
域
に
お
住
ま
い 

の
皆
様
に
協
立
温
泉
病
院
を
知
っ
て
頂
き
た 

い
と
思
い
ま
し
て
、「
温
泉
病
院
だ
よ
り
」
を 

年
三
回
発
行
し
て
お
り
ま
す
。 

今
回
は
、「
協
立
温
泉
病
院
創
立
二
十
周
年 

記
念
行
事
」
関
連
の
記
事
を
一
面
に
掲
載
し 

「
病
院
機
能
評
価
認
定
」
関
連
の
記
事
及
び 

温
泉
病
院
栄
養
科
が
兵
庫
県
知
事
よ
り
表
彰 

さ
れ
た
ま
し
た
の
で
、
紹
介
記
事
を
二
面
に 

そ
れ
ぞ
れ
掲
載
し
ま
し
た
。 

シ
リ
ー
ズ
特
集
と
し
て
、
病
棟
紹
介
及
び 

委
員
会
活
動
報
告
に
つ
き
ま
し
て
は
、
紙
面 

の
関
係
上
次
号
に
変
更
い
た
し
ま
す
。 

「
病
院
理
念
」・「
患
者
様
の
権
利
」・「
看
護 

部
の
理
念
」
を
一
面
に
、
掲
載
し
「
温
泉
病
院 

だ
よ
り
」
第
六
号
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
。 

な
お
、
本
紙
に
つ
き
ま
し
て
の
ご
感
想
並
び 

に
ご
要
望
等
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。 

次
号
、
編
集
業
務
の
参
考
と
さ
せ
て
頂
き 

ま
す
。 

    

平
成
十
五
年
十
一
月   

編 

集 

長 
 

 


